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フィールド６ 自立協働 

次に、フィールド６ 自立協働について、申し上げます。 

まず、安全安心な生活空間の形成につきましては、近年増加しております高齢

者ドライバーによる交通事故件数の減少を図るため、運転免許証の自主返納を支

援し、高齢者の交通安全対策に努めてまいります。 

また、自助・共助の大切さについて市民意識を高めるため、防災訓練等、地

域の防災活動への支援、防災士の養成と地域での活動促進に努め、単位自治会

レベルでの自主防災組織の結成を推進し、地域防災力の向上を図ってまいりま

す。 

また、防災情報伝達手段の拡充を図るため、コミュニティＦＭと連動した防

災ラジオの購入補助を行うなど、防災体制の強化に努めてまいります。 

次に、消防体制の充実につきましては、地域防災力の充実及び迅速で円滑な

災害対応などの強化を図るため、総合防災拠点施設の建設整備に引き続き取り

組むとともに、「消防自動車整備計画」に基づき、非常備の消防ポンプ自動車

２台を更新整備いたします。 

また、地域の防災拠点としての消防分団詰所の耐震補強工事を完了するとと

もに、劣化状況及び社会的ニーズの変化に対応できるよう計画的に改修工事を

行ってまいります。 

次に、消費者の自立支援と消費生活相談体制の充実につきましては「消費生

活センター」を中心に、引き続き複雑多様化している悪質商法、還付金詐欺、

架空請求などの被害の未然防止や早期解決のため、専門知識及び相談対応能力

の向上に努め、持続的に相談体制の充実強化を図るとともに、警察等関係機関

とも連携して市民への注意喚起を行ってまいります。 

次に、男女共同参画社会の実現につきましては、縁結びサポートセンターに

設置した「愛結び」や異業種間交流会の開催により、若者の出会いの機会を増

やしていくとともに、出会いから結婚につながるよう結婚サポーターによる支

援を行ってまいります。 

また、ＤⅤ対策につきましては、「配偶者暴力相談支援センター」において、

常に相談者に寄り添った支援を目標に、法に基づいた地域の身近な支援の窓口

として、関係機関との連携強化を図り、ＤＶ被害者対策を推進してまいります。  

次に、人権・同和教育につきましては、新居浜市人権尊重のまちづくり条例

及び人権施策基本方針に基づき、市民一人ひとりの人権意識の高揚を図るため、
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お茶の間人権教育懇談会や校区別人権・同和教育懇談会を継続して実施し、学

校と家庭・地域が一体となった人権教育を推進いたします。 

次に、地域コミュニティの充実につきましては、地域コミュニティ再生事業

交付金を活用して、地域の環境整備や直面する地域課題の解決などコミュニティ

活動の充実・活性化を図るとともに、地域の様々な団体との協働を進めるため

にネットワークづくりの強化について検討してまいります。 

また、連合自治会と連携して継続した加入促進活動を行うとともに、自治会

の諸活動や地域とのつながりの重要性などについて積極的に広報することによ

り、地域の実情に応じた持続可能な組織づくりを支援してまいります。 

次に、移住・定住の促進につきましては、引き続き移住専用窓口を開設し、

移住相談に対応するとともに、空き家バンク制度の運用、お試し移住用住宅及

び移住促進住宅の提供など移住・定住支援策を継続して行うほか、奨学金返済

支援事業や松山市での市内企業の就職説明会を開催することなどにより、本市

へのＵＩＪターンの促進に努めてまいります。 

さらに、首都圏在住のアクティブシニアの本市への移住促進を目的とした、

全国初の企業城下町版生涯活躍のまち基本構想に基づき、ＲＣＣ（リ・クリエ

イト・コミュニティ）新居浜アクションプランの着実な実施に向けて取り組ん

でまいります。 

次に、まちづくり協働オフィスにつきましては、利用登録団体による運営協

議会により市民活動の交流の場として円滑に運営するとともに、市民活動団体

等とのネットワークを活用し、各種の事業を通じて協働によるまちづくりを推

進してまいります。 

  


